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  2016 年 2 月 17 日 

                                        イオン琉球株式会社 

     ミネラル豊富な粟国島の魅力を発信 

「粟国村 物産と観光フェア」 

イオン那覇店にて初開催 

 

 

 イオン琉球㈱（本社：南風原町 代表取締役社長：坊池 学）は、2 月 20 日（土）～2 月 21 日（日）の 

2 日間、イオン那覇店にて「粟国村 物産と観光フェア」を開催致しますのでご案内申し上げます。 

  

弊社では、地域の特性を活かした物産の販売促進を行うとともに、お客さまから信頼される産地の発展 

を目的とし、地産地消・全消の取り組みを推進しております。 

この度、“粟国の塩”をはじめとする粟国村の優れた特産品を一堂に集め、『粟国村 物産と観光フェア』 

をイオン那覇店にて開催します。 

特設会場では、村の特産品や加工食品の実演販売をはじめ、粟国村今昔パネル展を実施し、観光誘致の PR

も合わせて行います。 

待ち合わせの広場では、粟国村の伝統芸能である「むんじゅる節」の演舞や、“粟国の塩”の生みの親でも

あり“昔ながらの自然塩づくり”にこだわる沖縄海塩研究所所長の小渡
お ど

幸
こう

信
しん

氏による“人類にとって大切な

塩ミネラルについて”の講話も予定しております。 

 なお 2 月 20 日（土）午後 1 時からは、粟国村 新城静喜
シンジョウシズヨシ

村長らによる開催記念セレモニーを行い、先着

150 名さまに粟国村の特産品（黒糖かちわり、粟国の塩）をプレゼント致します。 

  

                     記 

                       

１．開催期間      2016 年 2 月 20（土）～2 月 21 日（日）10：00～19：00 

２．開催店舗      イオン那覇店 1 階食品売場催事場 

            住所：那覇市金城 5－10－2 

  ３．主  催      粟国村 

４．共  催      ㈱沖縄物産企業連合、イオン琉球㈱ 

５．主な内容      【1 階 食品売場前特設会場】 

◆ 12 事業所による特産品販売 

  ・塩 ・にがり ・そてつ味噌 ・唐辛子塩 ・塩パン 

・粟国黒糖 ・もちきびアイス・もちきびおにぎり 他 

【1 階 待ち合わせの広場】 

◆ オープニングセレモニー 

◆ 粟国村特産品先着 150 名さまにプレゼント  

◆ 粟国村伝統芸能 “むんじゅる節”演舞  

◆ 沖縄海塩研究所所長 小渡
お ど

幸
こう

信
しん

氏 講話 

                                        以上 
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              『粟国村 物産と観光フェア』イベントについて 

 

【オープニングセレモニー】  

実施日時 ２０１６年２月 20日（土） １３：００～１３：３０ 

実施場所 イオン那覇店 １階待ち合わせの広場 ステージ 

実施内容 

 

主催者あいさつ、来賓あいさつ 

テープカット、記念撮影、特産品先着 150名さまにプレゼント 

（黒糖、粟国の塩）、もちきびかりんとう試食 

出席者 粟国村 村長 新城 静喜（シンジョウ シズヨシ） 

粟国村郷友会 会長 与那城 昭広（ヨナシロ アキヒロ） 

イオン琉球㈱取締役会長 末吉 康敏（スエヨシ ヤストシ）      

 

【粟国村 伝統舞踊“むんじゅる節‘演舞】 

  琉舞の雑踊り“むんじゅる節”発祥の地と言われる粟国村の伝統舞踊を披露 

 

【沖縄海塩研究所所長 小渡幸信氏 講話】  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所 イオン那覇店 １階待ち合わせの広場 ステージ  

 

実施日時      ◯ 2016 年 2 月 20 日（土） 

・ 15：00～15：15 粟国村女性連合会 

・ 17：00～17：15 山内小夜琉舞道場 

  ◯ 2016 年 2 月 21 日（日） 

   14：00～14：15 粟国村女性連合会 

実施場所 イオン那覇店 １階待ち合わせの広場 ステージ 

実施日時 2016 年 2 月 21 日（日）15：00～15：20 

実施内容 講話：沖縄海塩研究所 所長 小渡幸信（ｵﾄﾞｺｳｼﾝ）氏 

テーマ：人類にとって大切な塩ミネラルについて  

｢いのちは海から｣。 

この言葉は沖縄海塩研究所の 

キャッチフレーズです。 

昔ながらの自然塩作りにこだわる所長の 

小渡幸信（おど こうしん）氏は、粟国島の 

悪条件である強い潮風、山がないために強く降り注ぐ太陽光線をうまく利用

し、島の清らかな海水からミネラル分を豊富に含んだ自然塩を作っています。

戦後の沖縄で“命”を守るために出会った塩の研究。 

その類を見ない丁寧で誠実な塩づくりは、県内外からも注目されています。 

 


